
住友化学では、持続的な成長を実現するため、事業目的の達成

を阻害する恐れのあるさまざまなリスクを早期発見し適切に対

応していくとともに、リスクが顕在化した際に迅速かつ適切に

対処すべく、リスクマネジメントに関わる体制の整備・充実に努

めています。

リスクマネジメント推進体制

住友化学では、当社グループの各組織がその本来業務の一部と

して、自らの業務遂行上のリスクを適切に管理するためにさま

ざまな対策を講じています。それに加えて、各種の会議体が連

携して、当社グループのリスクマネジメントを推進しています。

　「内部統制委員会」では、グループ全体のリスクマネジメント

に関する方針の立案や方針に基づく各組織の取り組みの監督、

リスク情報の収集・評価などを行っています。同委員会では、

毎年、グループ全体のリスクマップを作成して経営戦略および

事業継続の基盤に関わるリスクの状況を網羅的に把握するとと

もに、リスク主管組織と連携し、地震や労働災害、製品事故など

事業継続の基盤に関わる重要なリスクへの対策を、グループ横

断的に推進しています。

　その一方で、機会とリスクの双方の観点からの検討を必要と

するリスクについて、当社およびグループ会社の経営戦略や設

備投資・投融資をはじめとした経営上の重要事項に関しては、

「経営会議」で都度、審議しています。また、サステナビリティに

関しては、「サステナビリティ推進委員会※」で中長期的な環境・

社会問題について、当社グループの経営諸活動が社会と自社の

サステナビリティの実現に寄与するよう、グループの各組織に

向けて必要な提言を行っています。

　なお、内部統制委員会の実施状況および経営会議で審議した

案件のうち重要なものについては、都度、取締役会に報告およ

び答申しています。

※ 社外取締役・監査役がオブザーバーとして参加

■ リスクマネジメント推進体制図

●① 取締役会
　  内部統制委員会の活動および経営会議で審議し
た重要案件を審議・監督することで、リスクマネ
ジメントの有効性を確保する。

●② 経営会議
　  グループ各組織の経営戦略、設備投資などの経営
上の重要事項に関して、機会とリスクの双方の観
点も含めて審議する。

●③ サステナビリティ推進委員会
　  中長期的な環境・社会問題に関して、機会とリス
クの双方の観点で捉えたうえ、社会と自社のサス
テナビリティを実現するため、グループ各組織に
必要な提言を行う。

●④ 内部統制委員会
　  グループ全体のリスクマネジメントに関する方針
などを審議し、この方針に基づく各組織の取り組
みを監督する。事業継続の基盤に関わるリスクの
対策を推進する。

●⑤ リスク主管組織
　  主管するリスクについて、各部署・グループ会社
と連携を取りながら、グループ全体の対応策を立
案・推進する。

●⑥ 各部署・グループ会社
　  リスク管理の推進主体。自部署・自社の事業目的
の達成を阻害するリスクを把握し、対応策を立
案・実施する。

② 経営会議

③ サステナビリティ
推進委員会

④ 内部統制委員会

⑤ リスク主管組織

経営企画室、法務部、人事部、IT推進部、 
知的財産部、レスポンシブル・ケア委
員会、人権尊重推進委員会、リスク・
クライシスマネジメント委員会 他
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リスクマネジメント



グループ横断的なリスク評価と対策の推進 を把握してリスクマネジメントの方針を立案しており、「リスク

マネジメント推進体制」に記載しているとおり、リスク主管組織

と連携して、当社グループのリスクマネジメントを推進してい

ます。

　また、グループの各組織では、自組織のリスクマップに基づ

き、グループ全体のリスクマップも参照のうえ、リスクの対応策

を検討し、必要に応じて当社の事業部門やリスク主管組織と連

携して対策を講じることで、効率的・効果的なリスクマネジメン

トを行っています。

内部統制委員会を中核とする主な施策の一つとして、当社では

毎年度、当社および国内外のグループ会社のうち主要な約120

の組織で、当社が作成したリスクの一覧表を用いて、自組織の

事業目的の達成を阻害するおそれのあるリスクについて発生可

能性と影響度を評価してリスクマップを作成しています。そし

て、その集約結果をベースとしてグループ全体のリスクマップ

を作成しています。

　当社では、このグループ全体のリスクマップを用いて、内部

統制委員会にてグループとして取り組みが必要な重要なリスク

組織横断的なリスクとクライシスへの対応

大規模災害（地震・風水害など）、パンデミック、国内外の治安悪

化（テロ・暴動・戦争など）、その他複数の事業所、部署、グルー

プ会社にまたがる個別のリスクやクライシス対処方針などを審

議するため、「リスク・クライシスマネジメント委員会」を設置し

ています。

サイバーセキュリティの脅威に関する取り組み
サイバーセキュリティの脅威については、発生時の事業継続計

画の検討を視野に入れたIT-BCP（ITシステムのBCP対策）の見

直しと検討を進めています。
■ リスク評価と対策の推進

さまざまなリスクについて発生可能性と影響度を評価した結果
を配置したリスクマップを用いて、重要リスク（C、D）を特定する
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リスクマップ

内部統制委員会にてグループ全体での取り組みが必要な重要
リスクを特定し、グループ横断的に対策を進める

グループ全体のリスクマップ

組織ごとに自らの業務遂行上の重要リスクを特定し、
対策を進める

社内各部署・グループ会社が作成したリスクマップ

■ リスクの一覧表

領域 一覧表に記載しているリスクの例

事業リスク 原材料・燃料・購入品の供給途絶および急激な価格変動、業界再編 、価格競争、技術革新、デジタル革新、異常
気象、基準・規制の変更、需要の急激な変動

政治・社会リスク GHG問題、プラスチック廃棄物問題、テロ、各国／各地域の政情不安・経済危機・制度変更等

事故・災害リスク 地震・津波・噴火、台風・竜巻・洪水・氾濫、火災・爆発、製品事故、環境汚染、地盤沈下、電気・ガス・水道等の
供給途絶や制約

法令違反・コンプライアンスリスク 贈収賄、癒着、偽装、不祥事・犯罪行為、競争法違反、輸出管理規制違反、知的財産権侵害、インサイダー取引

人事・労務リスク 労働災害、人権問題、メンタルヘルス、ハラスメント、感染症・伝染病の蔓延

情報セキュリティリスク サイバー攻撃、システム障害、機密漏洩、個人情報漏洩

税・財務リスク 税の透明性、運用資産の変動、金利変動

当社のリスク主管組織が協力して、当社グループの事業活動を取り巻く、経営戦略から事業継続の基盤に関わるリスクまで幅
広く網羅した一覧表を作成しています。
　社内外の情勢や事業環境の変化に応じて毎年一覧表を見直しており、この一覧表を用いて当社グループ全体のリスク評価を
行うことで、体系的かつ網羅的なリスクマネジメントを実現しています。

   https://www.sumitomo-chem.co.jp/ir/policy/risk_factors/   

事業等のリスク

  リスクマネジメント：リスクマネジメント推進体制
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